
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

地域との連携強化を進め、認知度アップに努めるとともに、地域ニーズに応えた魅力的な校づくりを進めていく。

目標に対
する成果
の状況

高校等への訪問、オープンキャンパスの開催などの積極的な募集活動を行ったものの、応募者の増加につながらず目標は達成しなかっ
た。

 概算事業費（B（A）+C） 0 157,275 231,547

87,054 134,538

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

概　算
人件費

11.00 17.00

0

70,221

Aの
財源

74,593 97,009

0 11,141 14,484

21,371

0 0

48,541 61,154

14,911

外部講師の配置、教材の購入等 19,207

施設・設備の整備 直接

補正予算

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

定員充足率

成果目標の達成状況

項目 H26末

―

36,954

（当初） （決算） （当初）

短期大学校の管理・運営 直接 光熱水費、郵便料等 28,943 25,959 32,484

1-6 職業能力の開発と安心できる雇用・就業環境づくり
　1 職業能力開発の促進

実施期間 H28 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

産業界を担う実践技術者の育成と就業の促進のため、県が主体的に取り組む必要がある。
（職業能力開発促進法、第９次長野県職業能力開発計画等）

総合５か年
計画
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施策の総合的展開

1-1 信州をけん引するものづくり産業の振興
　4 人材の育成・確保

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

事業番号 07 05 09 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 南信工科短期大学校運営事業費
担
当
課

部局 産業労働部

課・局・室 人材育成課

・主に新規学卒者を対象に、就業に必要な高度な技術・知識習得のための職業訓練を実施することにより、技術革新に対応できる高度な
実践的技術者を育成する。
・工科短期大学校（上田市）と合わせて、高度な技能・技術を持った人材を県下全域に継続的に輩出する。

・若年労働力人口の減少、高学歴化、若者のものづくり離れ等により、本県経済を支える製造業等において若年技術者が不足している。
・現行の工科短期大学校の入学生の出身地域及び就職先企業の所在地が東北信地域に偏っており、中南信地域のニーズに十分に応
えられていない。

施設内訓練の実施 直接

74,593 97,009

合計（A) 0
―

29年度

当初予算

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

合計 74,593 70,221

H29.4
100%

H29.4
95.0%

未達成 -

97,009

・定員（H29.４入学生）充足率100％を目標とする。

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

18,163 27,571

施設・機器の維持管理、新規機器の導入等 26,443 26,099

施策展開

３－(2)経済の自立的発展を支える担い手の確保

　イ　県内産業が必要とする人材の確保・育成

mailto:jinzai@pref.nagano.lg.jp

